
  

児
童
よ
り
先
生
の
ほ
う
が
遅
か
っ
た
。

四
谷

 

                         
                                                      

千
枚
田
を
耕
す
会
田
吾
作(

代
表
今
泉

良
治)

は
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組

む
地
元
耕
作
者
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
七

日
、
収
穫
感
謝
祭
「
餅
つ
き
大
会
」
を
ふ

れ
あ
い
広
場
で
行
っ
た
。 

こ
の
日
は
雲
一
つ
な
い
青
空
の
も
と
、

都
市
近
郊
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
つ

き
た
て
の
餅
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ウ
に
舌
鼓

を
打
っ
た
。 

 

恒
例
行
事
と
な
っ
た
田
吾
作
の
餅
つ

き
大
会
に
、
今
年
も
小
坂
井
の
勇
寿
司
の

親
父
さ
ん
が
仲
間
と
一
緒
に
具
材
持
参

で
駆
け
つ
け
、
大
判
振
る
舞
い
に
行
列
が

途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
自
然
農
法
に
取
り
組
む
千
枚
田

一
番
の
大
百
姓 

河
西 

忍
さ
ん
も 

ラ

イ
ブ
仲
間
４
グ
ル
ー
プ
と
特
別
参
加
、
眼

下
に
見
下
ろ
す
棚
田
に
美
し
い
音
色
を

奏
で
た
。 

 

今
泉
代
表
は
都
市
近
郊
か
ら
参
加
し

た
人
た
ち
に
山
都
共
生
の
理
念
や
食
の

安
全
安
心
を
熱
の
こ
も
っ
た
口
調
で
諭

し
た
。
ま
た
。
会
場
で
は
棚
田
米(

粳
・

糯
米)

の
販
売
も
行
い
好
評
で
あ
っ
た
。 

田
お
こ
し 

十
二
月
三
日
、
連
谷
小
学
校
児
童
九
名
は

学
校
田
の
冬
耕
を
行
っ
た
。 

 

当
日
は
「
田
お
こ
し
」
を
行
っ
た
後
、

千
枚
田
の
四
阿
で
給
食
。 

 

午
後
は
恒
例
の
「
田
ん
ぼ
と
び
」
が
何

回
も
何
回
も
行
わ
れ
た
が
、
ヤ
ッ
パ
リ
、

 

                                

の 千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 64号 

 

田吾作の収穫感謝祭 

本
年
も

く 

千
枚
田
を
よ
ろ
し

お
願
い
し
ま
す 

謹
賀
新
年 



野
生
獣
肉
活

用

修
会 

研

 
十
一
月
二
十
五
日
、(

於
：
新
城
市
青
年

の
家)
新
城
・
北
設
楽
広
域
獣
害
対
策
協
議

会
主
催
「
獲
っ
て
・
食
べ
て
・
集
落
を
元

気
に
す
る
獣
害
研
修
会
」
が
開
か
れ
、
保

存
会
員
九
名
が
研
修
を
受
講
。 

①
講
演
「
獣
害
の
な
い
元
気
な
里
づ
く
り 

滋
賀
県
東
近
江
農
産
普
及
課 
松
井
主
査 

学
ん
だ
こ
と 

・
捕
獲
檻
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
安
易
な
置

き
餌
は
禁
物
。 

・
捕
獲
檻
の
作
成
費 

一
万
円(

自
作) 

・
電
牧
柵
は
効
果
抜
群
。
バ
ッ
テ
リ
ー
切

れ
に
要
注
意
。(

学
習
能
力
が
高
い) 

・
サ
ル
鉄
砲 

塩
ビ
管
を
鉄
砲
に
見
立
て
、

花
火(

商
品
名 

月
光
旅
行)

を
サ
ル
に
向

け
て
放
つ
。
効
果
あ
り
。(

試
作
品
あ
り) 

②
イ
ノ
シ
シ
料
理
教
室
・
試
食
会 

「
山
猫
軒
」
伊
藤
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ 

試
食
レ
シ
ピ
の
一
覧 

 

味
ご
は
ん
、
す
じ
煮
込
み
、
あ
ぶ
ら
蕎

麦
、
角
煮
、
添
え
野
菜 

 

特
有
な
匂
い
も
な
く
、
評
価
が
良
か
っ

た
。 

体
験
イ
ベ
ン
ト 

 

愛
知
・
名
古
屋
で
２
０
１
０
年
に
Ｃ
Ｏ

Ｐ
１
０
が
開
催
さ
れ
る
こ
れ
を
機
に
、
東

三
河
自
然
環
境
ネ
ッ
ト
主
催
で
、
東
三
河

地
域
全
体
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

活
動
を
促
進
し
、
そ
の
重
要
性
を
啓
発
す

る
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

テ
ー
マ
は
東
三
河
自
然
探
索
入
門
と

し
て
第
一
回
：
弓
張
山
系
・
豊
川
編(

十

月
五
日
実
施
済
み)

、
第
二
回
：
奥
三
河

編
が
こ
の
七
日
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
約
五
十
人
が
生
物
多
様
性
に
満
ち

た
棚
田
の
自
然
、
文
化
な
ど
小
山
舜
二

(

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
学
術
委

員)

か
ら
学
ん
だ
。 

第
三
回
：
三
河
湾
・
渥
美
半
島
編(

二
月

十
五
日)

。
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
物

多
様
性
か
ら
観
た
東
三
河
の
森
・
川
・
海
」

が
三
月
七
日
に
開
催
予
定
。 

※
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０ 

愛
知
・
名
古
屋
招
致
活
動

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
冊
子
に
千
枚
田
全
景(

舜

撮
影)
が
掲
載
さ
れ
た
。 

東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
参
加
し
て 

 

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
東
京
棚

田
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
十
一
月
二
十
二
日
、

東
京
恵
比
寿 SPA

ZIO
 

１
を
会
場
に

「
椹
平
棚
田(

山
形
県)
・
大
山
千
枚
田(

千

葉
県)

・
松
代
棚
田(

新
潟
県)
・
姥
捨
棚
田

(

長
野
県)

・
石
部
棚
田(

静
岡
県)
・
坂
折
棚 

           

田(

岐
阜
県)

・
蕨
野
棚
田(

佐
賀
県)

・
四
谷

の
千
枚
田
」
の
棚
田
地
域
保
存
会
の
面
々

が
集
結
。
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
、

一
般
参
加
者
を
交
え
、
俺
ら
が
棚
田
の
自

慢
や
保
全
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
お

こ
し
、
食
・
農
業
の
こ
と
、
都
市
交
流
等
々

「
棚
田
を
つ
な
ぐ
井
戸
端
会
議
」
が
開
か

れ
た
。 

               

棚
田
米
の
特
性 

・
一
般
消
費
者
は
棚
田
米
と
い
っ
て
も
米

は
米
と
思
っ
て
い
る
。(

米
屋
さ
ん) 

・
中
山
間
地
に
位
置
す
る
棚
田
は
、
昼
夜

の
寒
暖
の
差
や
ハ
ザ
掛
け
天
日
干
し
な

ど
自
然
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
米
つ
く
り

が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
付
加
価
値
を
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。(
姥
捨
・
四
谷) 

・
販
売
当
初
は
カ
メ
ム
シ
の
被
害
で
米
粒

に
黒
い
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
と
苦
情

が
多
か
っ
た
が
、
今
は
黒
い
米
粒
は
消
毒

が
さ
れ
て
い
な
く
健
康
に
優
し
い
と
い

う
こ
と
で
喜
ば
れ
て
い
る
。(

岳
の
棚
田) 

・
棚
田
米
の
販
売
価
格
は
白
米
で
一
㎏
五

百
円
〜
七
百
円
。
六
百
円
程
度
が
多
い
。 

・
有
機
・
無
農
薬
栽
培
米
は
「
こ
だ
わ
り
」

を
も
っ
た
生
産
者
と
消
費
者
で
納
得(

理

解)

の
い
く
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。 

・
一
般
消
費
者
に
は
二
㎏
袋
が
喜
ば
れ
る
。 

(
) 舜

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
研
修
会 

十
一
月
十
八
日
〜
十
九
日
、
平
成
二
十

年
度
ふ
る
さ
と
水
と
土
基
金
全
国
研
修

会(

三
島
市
）
に
愛
知
県
ふ
る
さ
と
指
導
員

小
山
舜
二
が
『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
践
コ

ー
ス
』
の
研
修
を
受
け
た
。 

《
報
告
》
地
域
の
魅
力
を
探
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
手
法
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
全
国
の
自
治
体
の
農

政
担
当
職
員
や
ふ
る
さ
と
指
導
員
な
ど

約
四
十
人
が
三
島
市
の
狩
野
川
の
原
風

景
と
も
言
え
る
河
畔
林
や
動
植
物
な
ど

貴
重
な
自
然
を
軸
に
し
た
「
魅
力
発
見
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
翌

日
は
「
地
域
の
魅
力
資
源
マ
ッ
プ
」
を
作

り
、
活
用
法
な
ど
を
学
ん
だ
。 

行

  
 
 

 
 

平
成
二
十
年
十
二
月
十
五
日 

鞍
掛
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文 
 

山
麓
千
枚
田
保
存
会

責 
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山 
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二 
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岳の棚田米 (2kg) 


